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 以下の 2つを参考にした。 
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1．2 つの授業記録から——高校 1 年数学Ⅰ—— 
 
1−1．9 月 24 日の授業 ——5 分過ぎ—— 
 





T ： では、まずですね、2 次関数の最大最小ですけども、まずこの黒板の式の形か
らですね、どういったことがわかるかと言いますと、( )の前の数が 2 であり
ますので、2 というのは正の数ですから、えー、今まで習ってきたように、上
に凸(とつ)か、下に凸(とつ)かと言われたら、これは。 
Y ： 上。 
T  ： うん、まあ、上というのが聞こえてきたけれども、2 というのは頂点を境とし
て（板書）。 




1−2．9 月 25 日の授業 ——17 分過ぎ—— 
 






M ： 上。 
T ： ここに何が入りますか？（上に凸か下に凸かの意味） 
M ： 上。 
T ： えーと、上に凸ということ。 
M ： はい。 
T ： そうするとグラフはこうなるよ。（  の意味） 
M ： あ、下。 
T ： はい、そうだな。 
M ： 下。 













 9 月 24 日の y=2(x+1)2-3 と 9 月 25 日の y=2x2−3x のグラフは、それぞれ下記のように
なった。 
y=2(x+1)2−3                 y=2x2−3x 
x
y
















M ： 上。 
T ： ここに何が入りますか？（上に凸か下に凸かの意味） 
M ： 上。 
T ： えーと、上に凸ということ。 
M ： はい。 
T ： そうするとグラフはこうなるよ。（  の意味） 
M ： あ、下。 
T ： はい、そうだな。 
M ： 下。 













 9 月 24 日の y=2(x+1)2-3 と 9 月 25 日の y=2x2−3x のグラフは、それぞれ下記のように
なった。 
y=2(x+1)2−3                 y=2x2−3x 
x
y






































 次に、横軸と縦軸について考えてみたい。横軸である x 軸は、右がプラス（＋）で左が
 上に開いた形の放物線は下に凸であるといい、下に開いた形の放物線は上に凸
であるという。 
 2 次関数 y=ax2の y の値の変化については、次のことがいえる。 
  a>0 のとき、x=0 の前後で減少から増加に変わる。 




















 9 月 24 日の場合 
◯この用語は、高校で初出である。一般に、曲線 y=f (x)が下に凸であるとは、次
のように述べることができる。曲線 y=f (x)が区間 I で下に凸とは、区間 I の任意
の 2 数 x1, x2に対応する曲線上の 2 点 P, Q をとるとき、線分 PQ が曲線より上に
あることである。 
◯a>0 のとき下に凸は意外と結びつきにくい。a>0 のときは、x 軸より上にグラフ
があるから、これを上に凸と結びつけてしまうことが考えられる。中学のように
「上に開いている」の方が言葉としては定着しやすいと思われる。 
T ： では、まずですね、2 次関数の最大最小ですけども、まずこの黒板の式
の形からですね、どういったことがわかるかと言いますと、( )の前の
数が 2 でありますので、2 というのは正の数ですから、えー、今まで習
ってきたように、上に凸(とつ)か、下に凸(とつ)かと言われたら、これ
は。 




9 月 25 日の場合 
 
 





















M ： あ、下。 
T ： はい、そうだな。 
M ： 下。 
T ： 座って。下に凸だね。（板書）理由は、ここが 2 だから正の数だもんな。
（略） 
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違いなりの理屈を聞くことが大切ではないだろうか。そこに、その生徒の「つまずき」が
見えてくるように思うのである。 
 本実践は、教師にとって当り前と思っていることの中に、生徒の思わぬ「つまずき」が
潜んでいることを教えてくれた気がする。いずれにせよ、私たち教師は、生徒の「つまず
き」を知って手を打つことが、生徒のためであり、自己の授業改善のためでもあると思う。 
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